
２
むらの人口 （平成 21 年２月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,353 人（+3）    男 : 4,564 人（-1）  女 : 4,789 人（+4）
 世帯数 : 3,228 世帯（-4）
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確
定
申
告
が
必
要
な
人

　　

所
得
税
は
、
確
定
申
告
に
よ
り
昨
年
1

年
間
の
所
得
金
額
を
納
税
者
自
身
が
計
算

し
、
そ
の
確
定
所
得
金
額
で
計
算
し
た
税

額
と
、
実
際
に
支
払
っ
た
税
額
と
を
比
べ
、

納
め
す
ぎ
た
所
得
税
は
還
付
さ
れ
、
納
め

足
り
な
か
っ
た
場
合
は
追
加
納
付
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
（
左
表
）
。
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今月の表紙

景色がきれい！宮田村も見えたよ！

駒ヶ根高原スキー場を会場に開催されまし

た。とても天気がよく、春のような陽気に

雪はザクザク。でも子どもたちは元気に

滑ってみるみるうちに上達していました。

確
定
申
告
・
村
県
民
税
申
告

2広報 MIyada

２
月
16
日
～
３
月
16
日 

ま
で

※
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
申 

　

告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

　

が
還
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
昨

　

年
中
の
医
療
費
の
支
払
が
多
額
な
人
、

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を

　

新
築
・
増
築
し
た
人
、
年
末
調
整
で
扶

　

養
控
除
や
保
険
料
控
除
に
漏
れ
が
あ
っ

　

た
人
な
ど
）
。

 

村
県
民
税
（
兼
国
民
健
康
保
険
税
）

         

の
申
告
が
必
要
な
人

　

今
年
か
ら
村
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付

す
る
対
象
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
確
定
申
告
を
す
る
方
や
、
社
会

保
険
の
披
扶
養
者
、
収
入
が
給
与
の
み
で

個
人
で
村
県
民
税
を
納
め
て
い
る
方
へ
も

申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
19
年
分
所
得
の
内
容
で
送
付
す
る
方
を

必
要
最
小
限
に
絞
り
こ
み
ま
し
た
。
た
だ

し
、
19
年
と
比
べ
て
20
年
の
収
入
に
変
化

の
あ
っ
た
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
中
に
転
入
し
た
19
歳

以
上
の
方
に
は
全
員
届
き
ま
す
の
で
申
告

今
年
の
主
な
改
正
点

①
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附

金
の
う
ち
５
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

が
、
一
定
の
限
度
ま
で
所
得
税
と
合
わ
せ

て
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。
申
告
の
際
に
は

「
寄
附
金
の
領
収
書
」
と
「
寄
附
金
税
額

控
除
申
告
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
特
例
の
創
設

住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ
ー
ン
）

特
別
税
額
控
除
に
つ
い
て

　　

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引

き
き
れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
申
告
期
間

内
に
今
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市

町
村
へ
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
残
り
の
控
除
額
分
を
村
県
民
税
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昨
年
申
告

し
た
方
も
再
度
提
出
が
必
要
で
す
）。

※
平
成
11
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
12

月
31
日
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

1

事業を営んでいる人、不動産収入がある人、
土地や建物を売って平成 20 年中の所得金額が各
種控除額（基礎控除・配偶者控除・配偶者特別
控除・扶養控除など）の合計額を超える人

2 給与所得や退職所得以外の所得金額の合計が
20 万円を超える人

3 給与所得者で年収が２千万円を超える人

4 給与を２ヶ所以上から受けている人

を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険
加入者の方へ

～収入がなくても申告を～

世帯の所得が一定額以下の
ときは国民健康保険税が減
額されます。国保加入者で
昨年の収入がなかった、非
課税収入（遺族・障害年金
など）だけだった方は忘れ
ずに申告をしましょう。

 住民税の住宅ローン
 控除を受ける場合

●確定申告をする人
↓

確定申告書と
いっしょに提出

●確定申告をしない人
↓

役場税務係に提出

※申告書は税務係にあります。

※申告には印鑑が必要です。

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
含
む
増
改
築
等
を
行
い
、
平
成
20
年

4
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
居
住
し

た
場
合
は
「
特
定
増
改
築
住
宅
特
別
控
除
」

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
減
価
償
却
の
追
加

　

平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に
取
得
し
た

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
価
格
の
95
％

相
当
額
ま
で
償
却
し
た
場
合
は
償
却
し
た

翌
年
度
以
後
５
年
間
で
1
円
ま
で
均
等
償

却
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
取
得
額

が
分
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
際
に
持
参
す
る
も
の

【
共
通
】

収
入
が
わ
か
る
も
の
。
給
与
・
年
金
の
方

は
源
泉
徴
収
票
の
原
本
（
コ
ピ
ー
不
可
）、

印
鑑

【
各
種
所
得
控
除
の
場
合
】

生
命
保
険
や
地
震
保
険
の
支
払
証
明
書
、

社
会
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
、

障
害
者
手
帳
な
ど
（
コ
ピ
ー
可
）

【
事
業
所
得
者
（
商
工
業
、
営
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
）・
不
動
産
所
得
者
】

収
支
計
算
書
及
び
領
収
書
、
通
帳
な
ど

【
農
業
所
得
】

昨
年
同
様
、
農
協
よ
り
通
知
さ
れ
て
い
ま

す
配
分
通
知
書
と
営
農
組
合
事
業
の
清
算

通
知
を
お
持
ち
下
さ
い
。

申
告
相
談
の
日
程

　

申
告
相
談
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
申
告
会
場
は
混
雑
す
る
た
め
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

相
談
開
始
直
後
は
大
変
込
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
御
了
承
下
さ
い
。

　

な
お
、
青
色
申
告
、
不
動
産
・
株
式

譲
渡
な
ど
の
複
雑
な
申
告
は
「
い
な
っ

せ
」（
伊
那
市
駅
前
）
で
申
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会場 期間 時間

いなっせ
（伊那市駅前）

　２月 10 日（火）
　 ～３月 16 日（月）

午前９時
～午後４時

宮田村役場
第７会議室

（１階西つきあたり）

　２月 16 日（月）
　 ～３月 16 日（月）

午前９時
～午後４時

午前の受付は 11:30 まで

●   申告相談会場と日程   ●

確定申告が必要な人

　
　
問
住
民
福
祉
課 

税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85 - 

３
１
８
２

※土日は除く

※土日は除く
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おしらせINFORMATION

 

春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
～
３
月
７
日

火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て 

誰
が
す
る

広報 MIyada5

求
む 

若
い
力
！

消
防
団
員
募
集
中

宮
田
村
消
防
団

４
月
か
ら
の
新
入
団
員
を
募
集
！

　

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
』
と
い
う
精
神
の
下
、
地

域
の
安
心
安
全
の
た
め
に
活
動
を

す
る
消
防
団
。
火
災
時
の
消
火
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
地
理
や
住
民

の
居
住
な
ど
の
情
報
を
把
握
し
て

い
る
た
め
、
大
規
模
災
害
時
の
防

ぎ
ょ
活
動
や
避
難
誘
導
活
動
に
も

そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
は
、
消
火
訓
練
や
防
災

訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
応
急
手
当
の

講
習
会
、
住
宅
の
火
の
元
点
検
や

予
防
広
報
活
動
な
ど
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
活
発
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
消
防
団
で
す
が
、
全
国

的
に
見
る
と
、
年
々
団
員
数
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
宮
田
村
で

も
定
数
を
な
ん
と
か
確
保
し
て
は

い
る
も
の
の
、
若
い
団
員
の
不
足

が
大
き
な
悩
み
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
４
月
か
ら
消
防
団

員
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
新
入

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
消
防
団
員
が
勧
誘
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
ご
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
消
防
団
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
ヒ
ー
ロ
ー
を

　
　
　
　

必
要
と
し
て
い
ま
す
』

広報 MIyada 4

消防団員は
わたしたちの

身近な
HERO

わたしの町をわたしが守る…。
全国で、今日も地域の安全を

消防団員が守っています。

問宮田村消防団本部（役場総務課内）　

　　　　　　　　　　　　☎８５―３１８１

　

平
成
21
年
第
1
回
議
会
臨
時
会
は

1
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算

案
１
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

臨 時 会
平成 21 年 第 1 回議会

補正予算案を

可決

月 日
曜
日

事 項 時 間

３月  ２日 月  議会運営委員会 午前９時～

３月  ９日 月  定例会（開会） 午前９時～

３月 10 日 火  一般質問 午前９時～

３月 11 日 水  一般質問 午前９時～

３月 12 日 木  産業文教委員会

３月 13 日 金  総務厚生委員会

 ３月 14 日
 ～３月 16 日

 休会（自宅審査）

３月 17 日 火
 議会運営委員会
 定例会（再開）
 議会全員協議会

平成 21 年第１回
村議会定例会日程（予定）

※時間及び日程の正式決定は２日の

　議会運営委員会において決定されます。

空き店舗を活用した事業への補助金を新設

区分 実施台数 指導事項 指導件数

自転車 828 台  無施錠 352 件 (42.5%)

バイク 229 台  キーの付け放し 17 件 (7.4%)

自動車 3,821 台

 ドアロックなし 239 件 (6.3%)

 キーの付け放し 57 件 (1.5%)

 貴重品等の車内  
 放置

1 件 (‐)

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
！

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
築
住
宅
で
は
す
で
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
既
存
住
宅
は
今
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
り
、
全
国
で
５
年
連
続
し
て
１
０
０
０
人
を
超
え
る
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
総
務
課 

総
務
係
・
宮
田
村
消
防
団　

☎
85 - 

３
１
８
１

　
　

北
消
防
署　

☎
81 - 

０
１
１
９

年末防犯診断の結果

　12 月の年末特別警戒に合わせて、区ごとに

一般家庭の防犯診断を行いました。結果は下表

のとおりです。日頃から戸締りや、自動車など

の施錠を心がけ、防犯意識を高めましょう。

　村では、市街地の活性化や商店街振興のため、村内の空き店舗を利用して出店する企業

や個人に対して、家賃の半額を補助する制度を新設しました。

■対象となる空き店舗

　村内にある商業・サービス業に１年以上使用していた店舗で、３ヶ月

　以上使われていない店舗。

■対象となる事業

・新たに店舗などを開設し、空き店舗の家主と賃貸契約を結び１年以上

　その店舗を活用する事業（村内の事業所が移設する場合は除く）。

・小売業、飲食業などのほか村長が認めた事業（風俗店などは対象外）。

■補助金額

　月５万円を上限に家賃の半額を６ヶ月分補助。

くわしくはお問い合わせください

問産業建設課 商工観光係　☎８５－５８６４

　
　

補
正
予
算

平
成
20
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

▽
補
正
額

　

２
４
８
４
万
９
千
円

▽
補
正
後
の
額　

　

35
億
３
６
１
７
万
１
千
円

▽
主
な
内
容

　

深
刻
化
す
る
村
内
企
業
・
事
業
所
の

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
年
度
末
に
か

け
て
の
「
仕
事
起
こ
し
」
と
地
域
経
済

活
性
化
を
推
進
す
る
も
の
と
併
せ
て
天

竜
川
漁
業
協
同
組
合
の
所
有
す
る
旧
宮

田
養
魚
場
（
マ
ス
池
）
の
用
地
を
購
入

す
る
も
の
で
す
。
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

2/13 ～  TV こまうすゆきそう 1ch

2/20 ～  １年生になったら①  中央保育園

2/27 ～  １年生になったら②  東保育園

3/ 6 ～  １年生になったら③  西保育園

3/13 ～  情報発信！チャンネルみやだ

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税
国民健康保険税　第９期
固定資産税　　　第４期
　　　３月２日（月）が
　　　納期限・振替日です

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
2/15（日）・3/15（日）
　　　　午後１時～３時
　　　　場所：なごみ家

■結婚相談
2/25 日（水）・3/11（水）
　　　　　午後６時～８時
　場所：デイサービスセンター

よろこび
清水　聖

せ い た

太くん　　　　大田切

邦浩・政美さん

竹内　結
ゆ あ

愛ちゃん　　　大田切

博文・由香里さん

浦野　真
ま き

綺ちゃん　　　　町１

浩・千佳子さん

木下　翔
か え

瑛ちゃん　　　　町３

俊夫・和香さん

春日　永
と わ

遠くん　　　　　町３

真一・みずほさん

城倉　拓
た く み

未くん　　　　　南割

淳志・恵子さん

橋本　依
い ぶ き

蕗くん　　　　　北割

充弘・真由美さん

紫芝　美
み こ

心ちゃん　　　　南割

規・恵美さん

齋藤　結
ゆ い

衣ちゃん　　　　町３

文博・英子さん

かなしみ
小田切　たゞ江さん　　 97 歳

大久保　忠さん・母

中村　傳衛さん　　　　 91 歳

町３　修さん・父

小林　友治さん　　　　 67 歳

南割　下平静子さん・兄

田中　傳男さん　　    　85 歳

大田切　一男さん・父

伊藤　縫子さん　　　　 86 歳

中越　仁志さん・母

才木　登志男さん　　　 75 歳

つつじが丘　仁さん・父

大石　まさゑさん　　　 78 歳

町３　和彦さん・母

酒井ふきゑさん　　　 　93 歳

南割　豊典さん・祖母

水上さかゑさん　　　　 93 歳

新田　英次さん・母

矢亀　義尾さん　　　　 98 歳

町２　誠一さん・母

中村　公宣さん　　　　 74 歳

大原　宏さん・父

新井　実男さん　　　　 91 歳

町３　公明さん・父

北の城橋
通行止めのお知らせ

　中越の天竜川にかかる「北の

城橋」が修繕工事のため、下記

の間通行止めとなります。長期

間ご不便をおかけしますが、ご

協力をお願いします。

■期間　３月２日（月）

　　　　　～５月中旬まで

■工事内容

　耐風索、支索の取替えと全面

　塗装工事

問産業建設課 建設林務係

　　　　　　☎８５－５８６３

くらしの情報 INFORMATION

長野県 シニア大学
  地域いきいき実践塾

　高齢者が仲間とともに、いき

いきと学ぶ講座です。現在新年

度の受講生を募集しています。

■シニア大学

・入学資格

　概ね 60 歳以上の県内在住者

・募集定員

　伊那学部　120 人

・学習期間

　２年間（年間約 15 日）

・学習内容

　生きがいと健康づくり、社会

　活動を積極的に行うための幅

　広い学習や実践。

・授業料

　年４，０００円予定

　※ほか必要により教材費など

■地域いきいき実践塾

・入学資格

　概ね 50 歳以上の県内在住者

・募集定員

　伊那支部　30 人

自動交付機
サービスの一時停止

　新しいシステムへの移行作業

のため、上伊那の各市町村に設

置してある自動交付機で、所得

証明など税関係の証明書の発行

が、下記の間できなくなります。

■期間　３月 16 日（月）

　　　　　～ 6 月 25 日（木）

※住民票など税の証明書以外の

ものは発行できますのでご利用

下さい。

問住民福祉課  税務係

　　　　　   ☎８５－３１８２

福祉タクシー券の
申請を受付けています

　75 歳以上の方には申請書を

送付いたしましたが、次の方に

は送付してありませんので、該

当されると思われる方は申請を

お願いします。

■対象者

① 70 歳以上 75 歳未満で現在

　病気等で通院のためタクシー

　を利用する人

②障害者手帳１、２級保持者

③療育手帳Ａ１、Ａ２の保持者

④精神保健福祉手帳１級保持者

※自分で車の運転ができる方、

　昼間、車の運転ができる人が

　家庭内にいる方は該当になり

　ませんのでご注意ください。

■交付枚数　年度内 24 枚

　ただし、オートバイに乗る人

　は４か月分。

問住民福祉課 保健福祉係

　　　　　　☎８５－４１２８

受講者募集
Pro-Dog スクール

　犬のしつけだけではなく、愛

犬と楽しめるプログラムです。

■参加資格

・生後２歳までの犬

・各種予防注射を接種済みの犬

・飼主はできるだけ家族で参加

■初級コース（全５回）

　３月 29 日（日）～４月 26

　日（日）までの毎週日曜日に

　開催。１回目は講習、２回目

　以降は実践となります。

■受講料　１０，０００円

※初級を終了し希望する方は、

５月からの中級コースへ進級で

きます。

問日本聴導犬協会

　☎８５－４６１５

2   FEBRUARY
如 月

野ひばりの会
かあさんのイベント

　農業を営む女性が中心とな

り、自分達のもつ知恵や技を出

し合いながら、先人達が培って

きた味と文化、農の大切さと楽

しさを伝える活動している「野

ひばりの会」。毎年１年の締め

くくりとして『かあさんのイベ

ント』を開催してます。今年も

下記のとおり開催します。

■日時　２月 28 日（土）

　午前 10 時～午後１時 30 分

■会場　村民会館

■参加費

　大人３００円　子供１００円

■内容

　　手づくりこんにゃく、炊き

　込みごはん２種類（生姜と桜

　海老・あけぼのごはん）、じゃ

　がいもの甘酢和え、じゃがも

　ち、かるかん、けんちん汁を

　参加者全員で調理し、いただ

　きます。その他、お楽しみコー

　ナーもあります。大勢の皆さ

　んの参加をお待ちしています。

問産業建設課 農政係

　☎８５－５８６４

募集
介護認定調査員

■人数　若干名

■応募資格

　介護支援専門員（ケアマネ）

　または看護師、栄養士、理学

　療法士等の資格のある方で県

　の介護保険認定調査員研修を

　受けたことのある方

■採用期間

　平成 21 年３月１日～ 31 日

■業務内容

　４～５人の方を自分の都合の

　よい日時に調査する

■応募方法

　２月 27 日（金）までに老人

　福祉センターへ

問住民福祉課 保健福祉係（老

　人福祉センター内）

　☎８５－４１２８

・学習期間

　１年間（年間約 15 日）

・学習内容

　企画力、自己表現力、実践力

　などを養うための講座。

・授業料

　年１，０００円予定

　※ほか必要により教材費など

■申し込み

　どちらの講座とも２月 27 日

　（金）までに地方事務所、ま

　たは宮田村老人福祉センター

　にある願書に記入し提出。

※内容、手続きなどくわしくは

お問い合わせ下さい。

問上伊那地方事務所 福祉課

　　　　　　☎７６－６８１０
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い
ま
す
。
地
区

の
保
健
補
導
員

さ
ん
が
、
皆
さ

ん
の
お
宅
に
お

じ
ゃ
ま
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

し
て
、
鬼
の
子
が
数
を
数
え
る
十
三
本
の
線

を
引
い
た
「
鬼
木
」、
鬼
を
追
い
払
う
「
し

し
追
い
」
の
棒
、
わ
ら
の
穂
に
お
も
ち
を
つ

け
て
稲
穂
に
見
立
て
た
飾
り
物
な
ど
を
持
っ

て
き
て
く
れ
、
み
ん
な
で
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。

　

紅
白
の
ま
ゆ
玉
を
飾
る
と
、
花
が
咲
い
た

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

手
づ
く
り
の
あ
ん
こ
で
お
汁
粉
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

  

小
正
月
の
行
事  

     

ま
ゆ
玉
づ
く
り

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

  初期認知症教室
   ２月 25 日（水）9:30 ～
   ３月 11 日（水）9:30 ～
   ３月 18 日（水）9:30 ～ 

  家族介護者リフレッシュの会　リンパマッサージ教室

   ２月 25 日（水）10:00 ～　会場：老人福祉センター

   ３月 11 日（水）10:00 ～  ※よい香りのオイルに癒されます

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者転倒予防教室
   ２月 20 日（金）9:30 ～
   ３月  6 日（金）9:30 ～
  高齢者閉じこもり予防教室
   ２月 27 日（金） 9:30 ～
   ３月 13 日（金） 9:30 ～

  認知症家族会

　３月 3 日（火）午前 9:30 ～     　会場：なごみ家

    ※認知症の介護のことを語りましょう！

　

1
月
19
日(

月)

小
正
月
の
伝
統
行

事
、
ま
ゆ
玉
を
作
り
ま
し
た
。
大
田
切

の
酒
井
昌
子
さ
ん
が
、
寒
ざ
ら
し
の
米

粉
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
紅
白
の
ま

ゆ
玉
を
作
り
、
柳
と
さ
か
き
の
枝
に
飾

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
子
育
て
マ
マ
サ

ロ
ン
の
親
子
や
、
地
域
の
方
達
な
ど
40

人
近
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
が
、
一
緒
に
供
え
る
物
と

伝
い
も
行
っ
て

活
動
内
容

　

定
期
的
に
健
康
に
関
す
る
学
習
会
を
行
い

知
識
を
深
め
る
と
共
に
、
学
ん
だ
事
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
広
め
る
た
め
、
各
地
区
の
健
康

教
室
や
体
操
教
室
、
地
区
歩
け
歩
け
運
動
、

新
聞
の
作
成
配
布
な
ど
様
々
な
特
色
あ
る
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
区
で
の
健
康
づ

く
り
行
事
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
！

　

ま
た
、
健
診
の
と
り
ま
と
め
や
健
診
時
の

介
助
な
ど
、
様
々
な
保
健
福
祉
行
政
の
お
手

おはようクリニック（形皮）   駒：83-6103

やまおか耳鼻咽喉科医院（耳）駒：82-4133

つちかね整形外科クリニック（整）駒：82-7715

木下医院（内小）　　　駒：82-3712

下平けけやき診療所（内小）  駒：81-6303

　

保
健
補
導
員
と
は
、
区
の
役
員
と
し
て
各
区
よ
り
選
出
さ
れ
、
「
自
分
達
の
健
康
は

自
分
達
で
守
り
ま
し
ょ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
保
健
活
動
の
向
上
と
健
康
づ
く
り

推
進
の
た
め
に
学
習
し
実
践
を
し
て
い
る
方
達
で
す
。
今
年
は
各
区
か
ら
16
人
が
新
た

に
保
健
補
導
員
と
し
て
選
出
さ
れ
、
合
計
31
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

 2/15

 2/22

 3/ 1

 3/ 8

 3/15

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  2/16 ～ 3/15

■母と子　相談・健診など

４ヶ月児健診　3/4（水）午後 12:30

対象：平成 20 年 11 月生まれ

10 ヶ月児健診  3/4（水）午後 1:00

対象：平成 20 年 5 月生まれ

１歳半健診　   3/4（水）午後 1:30

対象：平成 19 年 9 月生まれ

３歳児健診　   2/20（金）午後 12:30

対象：平成 18 年 1 ～３月生まれ

７ヶ月児育児相談　2/26（木）午後 1:15

対象：平成 20 年 7 月生まれ

3/ 6（金）午前 9:15　

対象：平成 20 年 8 月生まれ

１歳児育児相談　   3/ 5（木） 午前 9:15

対象：平成 20 年 1・2 月生まれ

相談日（子育て・離乳食・母乳・ママの部屋） 

　　　 2/24（火）    午前 9:00

　　　        3/10  （火）    午前 9:00 ※母乳相談ナシ

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

うぶごえ講座  2/23（月）  午後 1:30

　　　　　　  2/28（土）  午前 9:30

■予防接種

三種混合 2/17（火）午後 12:45 対象：該当児

bcG       2/17（火）午後 1:20 対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日   2/24（火）    3/10（火）  午前 9:00

 ※指定のあるものを除き、会場はすべて

　老人福祉センターです。

　
平
成
21
年 

保
健
補
導
員
を
紹
介
し
ま
す

Health ＆Welfare

上手に飾れたかな

 お知らせ
保健補導員・保健補導員 OB 会員合同研修会

「特定健診と脂質代謝異常」 

日時：2/27（金）午後 1:30  会場：村民会館

講師：医療法人北原医院 院長 北原 靖 先生

一般の方もぜひお気軽にご参加ください。

　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

辰
野
恒
雄
先
生
の

　
　
　
　

子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時　

2
月
16
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

問保健福祉係（老人福祉センター）☎ 85-4128
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み
そ
炊
き

日
時　

3
月
2
日(

月
）
午
前
9
時
～

　

昨
年
は
梅
の
里
み
そ
研
究
グ
ル
ー
プ

の
協
力
で
お
い
し
い
み
そ
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
同
様
に
み
そ
炊
き
を
し
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

お
話
し
交
流
会 

日
時　

3
月
7
日(

土
）
1
時
30
分
～

　

な
ご
み
家
を
利
用
し
て
い
る
「
さ
く

ら
」
の
メ
ン
バ
ー
と
、
お
話
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
話
宅
Ｑ
便
」
の

お
話
し
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
昨
年
に

続
き
２
回
目
の
開
催
。
ど
ん
な
お
話
が

飛
び
出
す
で
し
ょ
う
。
皆
様
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

　

 

　

相
談
日 

日
時　

３
月
9
日(

月
）　

3
時
～

　

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
あ
」
の
相
談
員
に
相
談

が
で
き
ま
す
。

　

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

な
ご
み
家
で
は
台
所
、
物
置
な
ど
の

改
修
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町１

◎高橋登美子

新井千恵子

吉川由美子

町２

近藤ふみゑ

保科　節子

小池　清子

小林　里子

町３

伊藤　重美

平澤　栄子

加藤　弘子

山田　文子

春日　晃子

松尾登美子

北割
太田　詔子

小林　蔦子

南割

大野田京子

高久　孝子

小田切幸子

松下サユリ

新田
浦野智恵子

滝沢　教子

大田切
田中ひとみ

○田中　真弓

大久保
細田富美子

細田　悦子

中越
石井由美子

橋倉　道子

つつじ
が丘

服部かよ子

平沢　郁代

大原 ○下平　和子

保
健
補
導
員
に
は

Ｏ
Ｂ
会
も
あ
り
ま
す

　

保
健
補
導
員
活
動
を
終
了

し
た
方
は
、
保
健
補
導
員
Ｏ

Ｂ
会
員
と
し
て
学
習
活
動
や

地
区
で
の
補
導
員
活
動
に
援

助
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｏ

Ｂ
会
員
は
、
村
内
に
５
０
０

人
以
上
お
り
、
強
力
な
協
力

者
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

健
康
は
誰
の
た
め
で
も
な

く
、
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

大
切
な
健
康
を
守
る
た
め
に
、
保
健
補
導
員

は
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
村
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
保
健
補
導
員
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

平成 21 年　宮田村保健補導員
◎＝会長　○＝副会長

寸劇で健康アドバイス

を
い
た
だ
き
、
よ
り
健
康
で
明
る
い
毎
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
老
人
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
）　

　
　
　
　
☎
８
５-

４
１
２
８
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子どもたちが地域の家々をまわり、羽子板を棒で打

ち鳴らしながら唄をうたい、農作物に悪さをする動

物、厄を追い払う小正月の行事。しし追いと呼ぶ地

区もあります。子どもたちは寒さに負けず、元気に

唄をうたい、ご褒美のお菓子を受け取っていました。

伝
　小正月の伝統行事“とり追い” 1 月 14 日

統行事で今年もよい年に

むらの話題と出来事

初
　　　　　　　宮田村消防団出初式  1 月 11 日

登場！ 子ども隊も法
は っ ぴ

被でパレード

式典に先立って行われる市中パレードに、保育園、小学校の

子どもたちが“子ども隊”として参加。地域を守る消防団の

活動に、関心と親しみを持ってもらおうという初の試みでし

た。沿道のみなさんの拍手と笑顔に迎えられ、先頭を切って

行進した子どもたちは、パレード終点であとからやってきた

消防団員のお父さんや、消防車の列に向かってうれしそうに

手を振っていました。

Interview

TOPICS  むらの話題と出来事

地
域
の
仲
間 

楽
し
い
で
す
よ 
絶
対
に
！

消防団 第２分団長

北原 慎吾 さん

し
い
で
す
。
絶
対
で
す
。
み
ん
な
が
新

し
い
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

　

分
団
長
に
な
っ
て
１
年
、
無
我
夢
中

で
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
上
に
立
つ
難

し
さ
、
活
動
し
て
く
れ
る
団
員
た
ち
の

あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。
来

年
の
今
頃
、
や
る
だ
け
の
事
は
を
や
っ

た
と
い
う
気
持
ち
で
任
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
残
り
の
１
年
、
全
力
で
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
団
体
で
、
新
年
度
に
向
け
て
の
体
制
を
決
め
て
い

る
時
期
で
す
。宮
田
村
消
防
団
も
今
月
は
新
入
団
員
の
勧
誘
月
間
。

新
入
団
員
の
確
保
も
目
標
に
、
分
団
の
活
動
や
団
員
達
の
顔
や
声

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
「
広
報
第
２
分
団
」
を
発
行
し
た
第

２
分
団
の
北
原
分
団
長
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

我
々
の
活
動
と
メ
ン
バ
ー
を
、
受
け
持
つ
地
域
の
み
な
さ
ん
に

も
っ
と
深
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
見
て
、
消
防
団
っ
て
以
外
に
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
く

れ
た
若
者
が
入
団
し
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
年
齢
に
関
係
な

く
、
多
く
の
地
域
の
仲
間
が
で
き
る
消
防
団
の
活
動
は
本
当
に
楽

今年、年男の北原分団長。消防

以外に力を入れたいことは？の

と問いには、「ん～… とにかく

いろいろ頑張ります！」。

交
　 　　安協宮田支部 交通安全祈願祭 1 月 24 日

交通安全 無事故を願って

昨年１年の村内の人身事故件数は、前年に比べ４件減の

40 件。ここ５年間で最も少ない件数でした。今年も安全

運転を心がけましょう。

全校生徒がランチルームに集まって行われる恒例行事。

学年別に数テーブルに分かれて、クラス対抗で取った枚

数を競います。歌が詠み上げられる直前には、会場が静

まり返ってこれから詠まれる歌に集中。上の句が読まれ

るとすぐに各テーブルから「ハイッ！」と札を取る声が

聞こえ、よろこびあったり悔しがったりと、とても盛り

上がっていました。

覚 
中学校 百人一首クラスマッチ  1 月 22 日

えた歌は 絶対に取るぞ～！

広報 MIyada 10広報 MIyada11
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村
内
介
護
施
設
と
の

  

懇
談
会

　

１
月
14
日
に
村
内
３
つ
の
福
祉
施

設
で
組
織
す
る
「
村
介
護
福
祉
に
携

わ
る
連
絡
会
」
の
呼
び
か
け
で
宮
田

村
議
会
と
し
て
福
祉
現
場
の
課
題
の

掘
り
起
こ
し
、
今
後
の
望
ま
し
い
福

祉
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
初
め
て
の

懇
談
会
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
村
内
の
地
域
の
付
託
に
日

夜
ご
努
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
介
護

老
人
保
健
施
設
プ
ラ
ム
の
里
（
新

田
）、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

業
所
親
愛
の
里
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
町

２
）
、
宅
幼
老
所
わ
が
家
（
町
１
）

の
３
施
設
で
視
察
と
懇
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
・
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
の
剪
定

講
習
会
が
１
月
23
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
員

に
加
え
て
南
割
営
農
組
合
か
ら
も

２
人
参
加
し
、
剪
定
技
術
の
習
得

に
励
み
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
の
栽
培
上
の
課
題
と

し
て
、
強
樹
勢
対
策
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
棚
仕
立
て
と
比
べ
て
、
垣

根
仕
立
て
は
樹
勢
が
強
く
な
り
や

す
く
、
適
正
樹
勢
へ
の
誘
導
が
必

要
で
す
。
樹
の
勢
い
は
樹
齢
と
と

も
に
強
く
な
り
、
樹
と
果
実
の
成

長
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
安

定
生
産
と
品
質
向
上
の
た
め
に
は

重
要
と
な
り
ま
す
。

　石油や石炭、天然ガスなど化石燃料。これの消費に伴って

発生する二酸化炭素の増加によって起こる地球温暖化の問題

が、大きくクローズアップされ、化石燃料に替わるクリーン

な自然エネルギーの活用が求められています。

　経済産業省では平成 17 年度に打ち切られた住宅用太陽光

シリーズ 環境問題 ⑪ 住宅用太陽光発電
　　導入支援対策費補助金について

発電システム設置に対する補助制度を平成 20 年度補正予算で復活しました。この補助事

業は太陽光発電普及拡大センターが募集を行い、県内では、長野県環境保全協会が受付窓

口となります。くわしくは下記のとおりです。宮田村でも「宮田村地域新エネルギービジョ

ン」を策定し、太陽光などの新エネルギー導入の普及・促進を目指します。

剪
定
講
習
会
始
ま
る

　

ブ
ド
ウ
畑
に
は
ま
だ
駒
ケ
岳
か

ら
の
寒
風
が
吹
く
季
節
で
す
が
、

ワ
イ
ン
づ
く
り
は
２
０
０
９
年
産

へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
時
期

で
す
。

ワインカレンダー VOL. 15

信州みやだワイン

2009 に向けて始動！

 小学校の耐震補強工事 筋交いの施行箇所で現場調査

問住民福祉課 住民生活係☎ 85-5861

編集
議会だより
編集委員会

☎85-3181
（議会事務局）

議
会
だ
よ
り

　

当
委
員
会
は
12
月
15
日
午
後
２
時

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
12
月
議
会
に

於
い
て
、
当
委
員
会
へ
の
付
託
議
案

は
な
く
、
所
轄
事
務
の
調
査
を
行
い
、

条
例
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、
請
願
・

陳
情
５
件
を
12
月
15
日
に
委
員
会
を

開
催
し
慎
重
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

「
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
出

産
育
児
一
時
金
を
現
在
35
万
円
支
給

し
て
い
る
が
、
38
万
円
に
引
き
上
げ

る
改
正
案
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

「
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
増
額
、
感

染
症
対
策
の
医
薬
材
料
費
の
増
額
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

「
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
案
」
は
保
健
給
付
金
の

増
額
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

「
20
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
案
」
は
一
般
管
理
事
務
費
等

の
増
額
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、「
介

護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
求
め

る
陳
情
」、「
社
会
保
険
料
に
人
頭
割

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
所
得
割
重
視
の

国
保
税
（
料
）
を
求
め
る
陳
情
」、「
介

護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳

情
書
」、
９
月
の
委
員
会
で
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
「
『
共
同
出

資
・
共
同
経
営
で
働
く
共
同
組
合
法
』

の
速
や
か
な
る
制
度
を
求
め
る
意
見

書
」
の
計
５
件
を
慎
重
審
査
し
た
結

果
、
い
ず
れ
の
件
も
全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

「
協
議
報
告
事
項
」
は
、
宮
田
村

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
に

つ
い
て
、
宮
田
村
心
身
障
が
い
児

（
者
）
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
実
施
要
綱

に
つ
い
て
、
宮
田
村
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置
要
綱
に
つ
い

て
の
報
告
受
け
委
員
会
の
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
第
４
回
宮
田
村
議
会

（
会
期
は
平
成
20
年
12
月
９
日
～
12

月
16
日
）
の
産
業
文
教
委
員
会
は
12

月
12
日
の
午
後
２
時
よ
り
委
員
会
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
議
会
の

産
業
文
教
委
員
会
に
は
付
託
議
案
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
は
じ
め

に
所
轄
事
務
の
調
査
と
し
て
条
例
３

件
、「
宮
田
村
村
民
カ
ー
ド
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

て
」、
主
に
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
請
負
費
４
５
０
０
万
円
余

を
盛
り
込
ん
だ
「
平
成
20
年
度
宮
田

村
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
」、「
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て
」
の
３
件
の
調

議会だより　平成 20 年度 第２号

委
員
会
報
告

　
第
４
回
定
例
会

平
成
20
年
12
月
９
日
か
ら
12
月
16
日

 

総
務
厚
生
委
員
会

田
中 

一
男

 

産
業
文
教
委
員
会

加
藤 

恭
一

査
を
、
ま
た
協
議
・
報
告
事
項
と
し
て
、

「
宮
田
村
商
工
業
振
興
資
金
あ
っ
旋

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
空
き
店
舗
等
活
用
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
観
光
行
動
計
画
に
つ
い
て
」

「
北
の
城
橋
改
修
工
事
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
保
育
所
保
育
料
徴
収
に
関

す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
認
可
外
保
育
施
設
児
童
対

策
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
い

て
」

「
宮
田
村
保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員

会
設
置
要
綱
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委

員
会
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
学
校
支
援
実
行
委
員
会
設

置
要
綱
に
つ
い
て
」

「
宮
田
村
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

懇
談
会
設
置
要
綱
に
つ
い
て
」

以
上
10
件
の
協
議
が
、
続
い
て
「
平

成
20
年
度
火
災
報
知
機
設
置
工
事
」

他
６
件
の
入
札
結
果
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
「
共
済
法
制
定
を

求
め
る
陳
情
書
」
、「
汚
染
米
事
件
の

全
容
解
明
と
対
策
を
求
め
る
陳
情

書
」
、
「
外
米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
）
輸
入
中
止
を
求
め
る
陳
情
書
」

以
上
３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
の
協
議

が
行
わ
れ
、
全
て
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
12
月
議
会
に
お
け
る
産

業
文
教
委
員
会
の
会
議
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
、
本
年
発

募集期間
　平成 21 年 1 月 13 日（火）～平成 21 年 3 月 31 日（火）
　　※この補助制度は平成 21 年度も引続き継続される予定です。

補助金額 　7 万円／ｋｗ       

対 象 者
　自ら居住する住宅にシステムを設置する個人で、電灯契約している方。
　（建売住宅も含む）

対    象
システム

　●交換効率が一定の数値を上回ること。
　●一定の品質、性能が確保され、設置後のサポート等がメーカー等によって
　　確保されていること。
　●最大出力が 10 ｋｗ       未満で、かつ、システム価格が 70 万円／ｋｗ       以下で
　　あること。

お問合せ先 　長野県環境保全協会　☎０２６－２３７－６６２０

平成 20 年度 住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金

▲寒風の中行われた剪定講習会

注
さ
れ
た
宮
田
小
学
校
の
普
通
教
室

棟
・
特
別
教
室
棟
耐
震
補
強
工
事
の

現
場
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
の
担
当
者
に
よ
る
概
要
の
説

明
の
後
に
、
工
事
請
負
者
の
担
当
者

に
よ
り
、
実
際
に
鉄
骨
に
よ
る
構
造

上
の
筋
交
い
を
施
行
し
た
箇
所
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
力
壁
を
施
行
し
た

箇
所
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
今
後
の
耐
震
工
事
の

計
画
を
お
伺
い
し
、
約
１
時
間
の
調

査
を
終
え
委
員
会
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
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は
、
元
日
早
朝
よ
り
恒
例
の
マ
ラ
ソ

ン
で
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。
新
年
の
清
々
し
い
寒
気
の
中
、

町
３
区
公
民
館
を
起
点
に
姫
宮
神
社

ま
で
元
気
よ
く
走
り
、
今
年
の
健
康

と
技
術
の
向
上
を
祈
願
し
た
後
、
お

雑
煮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
で
は
、
１
月
６
日
に

初
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。
道
場
を
清

め
た
あ
と
、
指
導
者
か
ら
「
目
的
を

持
ち
、
け
が
の
な
い
年
に
す
る
こ
と
、

挨
拶
や
礼
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
今
年

は
文
化
祭
に
も
出
た
い
」
な
ど
の
話

が
あ
り
、
型
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

 

気
持
ち
も
新
た
に
初
稽
古

 

心
と 

技
を

み
が
く

　

「
さ
わ
や
か
」
は
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎
週
火
曜
日

に
夜
７
時
30
分
か
ら
、
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
２
月
15
日
に
家
庭
婦
人

の
試
合
が
宮
田
村
で
あ
り
ま
す
。

上
伊
那
の
チ
ー
ム
が
15
チ
ー
ム
く

ら
い
出
場
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
は
、
そ
の
試
合
に
向
け

て
、
毎
週
、
一
歩
一
歩
練
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
回
、

楽
し
み
な
が
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ご
ろ
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
人
、
学
生
の
時
に

や
っ
て
い
た
人
、
誰
で
も
大
丈
夫

で
す
。
ま
ず
、
一
歩
踏
み
出
し
て

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
待
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
、
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
、
最
後
ま
で
「
あ
き
ら
め

る
な
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

次
回
＝
ト
イ
カ
ツ
道
場

▲ボールさばきも鮮やかに

グループめぐり

スポーツ（20）

　
池
上

　
芳
江

　

丑
の
絵
の
賀
状
見
な
が
ら
耕
作
に
相
棒
な
り
し
牛
を
思
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

鎮
子（
新
田
）

　

黙
々
と
雑
巾
縫
ひ
い
る
母
の
背
を
労

い
た
わ

る
ご
と
き
温ぬ

く

き
冬
の
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
沢　

伸
子（
町
３
）

　

冬
枯
れ
の
古
城
に
佇た

ち
て
夢
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　

春
日
甲
子
雄
（
北
割
）

　

産う
ぶ
す
な土

の
土
踏
み
わ
け
て
初
日
の
出　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
達（
北
割
）

　

師
弟
愛
み
か
ん
と
な
り
て
送
り
く
る　
　
　
　
　
　

浦
野
喜
代
子
（
北
割
）

　

殷い
ん
い
ん殷

と
平
和
の
叫
び
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
藤
彦（
北
割
）

　

雨
し
と
ど
山
茶
花
散
る
や
善
光
寺　
　
　
　
　
　
　

田
中　

晃
子（
町
１
）

　

歩
け
る
と
言
う「
あ
り
が
た
さ
」八
十
路
こ
ゆ　
　
　

新
井
い
さ
子
（
町
１
）

　

生
か
さ
れ
る
糸
に
縋す

が

っ
て
初
参
り　
　
　
　
　
　
　

浦
野　

和
子
（
南
割
）

さ
わ
や
か

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

新
春
を
迎
え
、
各
少
年
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
気
持
ち
も
新
た
に
初
稽
古
を

行
い
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
の
河
原
町
リ
バ
ー
ス
で

　

宮
田
少
年
剣
道
部
は
１
月
11
日
、

初
稽
古
と
鏡
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

部
員
代
表
の
力
強
い
決
意
表
明
、
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
る
引
き
締
ま
っ
た

規
律
あ
る
初
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鏡
開
き
を
行
い
、
保
護
者

の
準
備
し
た
お
汁
粉
や
、
き
な
粉
餅

を
食
べ
な
が
ら
、
今
年
一
年
の
精
進

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
公
民
館
主
催
の
女
性

サ
ッ
カ
ー
教
室(

全
4
回)

が
屋
内

運
動
場
を
会
場
に
開
講
し
ま
し
た
。

  

公
民
館
主
催

女
性
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
講

▲河原町リバースの初マラソン▲少林寺拳法の初稽古

▲宮田少年剣道部 鏡開き

　

講
師
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認

指
導
員
で
Ｆ
Ｃ
宮
田
レ
デ
ィ
ー
ス
を

指
導
さ
れ
て
い
る
酒
井
秀
康
さ
ん
。

講
座
で
は
、
Ｆ
Ｃ
宮
田
レ
デ
ィ
ー
ス

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
、
準
備
体
操

を
し
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
ボ
ー
ル

の
扱
い
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
後
、
実
際
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
、
実

技
を
通
し
て
サ
ッ
カ
ー
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

新春

  ご意見・ご感想

   お待ちしています。

  連絡先

  ☎８５－３１８１

  役場内 議会事務局まで

の
か
と
い
う
視
点
で
の
関
係
者
と
の

意
見
交
換
又
、
村
の
税
収
面
か
ら
も

重
要
で
あ
る
企
業
の
視
察
と
懇
談
等

を
通
じ
、
今
後
議
会
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
の
か
の
課

題
も
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
年
１
月
に
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
福
祉
施
設
を
見
学
し
、
現
場
職

員
の
方
と
懇
談
も
致
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
様
々
の
所
へ
出
向
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
議
会
の
方

へ
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
又
、
今
ま
で
懇
談
し
た
方
と

も
定
期
的
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
今
年
に
入
り
、
喫

緊
の
課
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
も
何
が
で
き
る
の
か
真
剣
に

考
え
、
で
き
る
事
は
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

責
任
は
重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
時
こ
そ
村
民
の
皆
様
の
代
表

で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
負
託

に
応
え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
議
会
だ

よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
先
の
見
え
な
い
時

代
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

年
１
年
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

希
望
が
持
て
る
年
に
な
る
こ
と
を
お

祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
新
た
な
年
を
希
望
と

期
待
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
旧
年
中
は
村
議
会
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

後
半
か
ら
正
に
世
界
経
済
が
一
転
し

て
同
時
不
況
の
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
大
恐
慌
が
来
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
深
刻
な
事

態
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

て
素
早
い
対
応
が
地
方
自
治
体
に
も

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
時

こ
そ
議
会
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、

今
後
の
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
丑
年

で
す
。
牛
の
ご
と
く
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ

く
り
と
、
粘
り
強
く
又
根
気
強
く
物

事
を
進
め
る
事
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
本
当
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
村

づ
く
り
の
為
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
て
、
昨
年
３
月
に
議
会
の
改

選
に
よ
り
、
若
返
っ
た
議
会
と
し
て

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
第
１
に

挙
げ
た
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

「
議
会
」
自
ら
が
現
場
に
出
て
い
ろ

い
ろ
な
関
係
者
の
方
と
懇
談
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
昭
和
伊
南
病
院
の
緊

急
事
態
に
対
し
て
の
病
院
関
係
者
、

農
業
の
将
来
を
村
と
し
て
ど
う
す
る

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長 

松
田
英
俊

議会だより　平成 20 年度 第２号

　

視
察
先
の
施
設
の
概
要
で
は
プ
ラ

ム
の
里
は
介
護
老
人
保
健
施
設
と
し

て
在
宅
ケ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
職
員
75
名
で
一
般
棟
１
階

２
階
の
70
床
と
３
階
の
認
知
症
棟
30

床
の
定
員
を
受
け
入
れ
る
施
設
で

す
。
入
所
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
主
体

と
し
た
設
備
の
整
っ
た
介
護
福
祉
施

設
で
し
た
。

　

ま
た
、
親
愛
の
里
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

は
松
川
町
の
社
会
福
祉
法
人
親
愛
の

里
が
村
よ
り
委
託
さ
れ
運
営
し
て
い

る
施
設
で
仲
な
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
４
月

に
村
福
祉
作
業
所
か
ら
自
立
訓
練
事

業
所
と
し
て
名
称
が
改
め
ら
れ
、
障

が
い
者
の
自
立
支
援
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
施
設
の
改
築
中
で
外

装
も
明
る
い
ク
リ
ー
ム
色
と
な
り
今

ま
で
の
建
物
が
一
変
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
運
営
内
容
は
１
階
で
の
喫
茶

「
あ
り
が
と
う
」
の
お
店
と
自
主
製

品
の
作
成
、
古
い
着
物
の
糸
解
き
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
、
活
動
を
通
じ

て
、
障
が
い
者
の
方
々
の
授
産
と
社

会
貢
献
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
和
気
あ
い

あ
い
に
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
す
。

　

宅
幼
老
所
わ
が
家
は
一
戸
建
て
の

家
を
利
用
し
て
、
通
所
介
護
、
訪
問

介
護
、
緊
急
時
短
期
宿
泊
な
ど
幅
広

い
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

隣
の
家
に
遊
び
に
行
く
感
覚
の
雰
囲

気
で
受
け
入
れ
は
10
人
前
後
で
す
が

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
介
護
施
設
で

す
。
い
ず
れ
の
施
設
も
そ
こ
に
働
く

方
の
介
護
に
対
す
る
熱
意
と
人
に
接

す
る
心
の
や
わ
ら
か
さ
が
大
変
印
象

的
で
、
各
施
設
が
利
用
者
と
家
族
の

本
意
を
優
先
と
し
て
創
意
、
工
夫
を

さ
れ
て
従
事
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
で
開
い
た
懇
談
会
で
は
現
場

を
携
わ
っ
て
い
る
職
員
を
含
め
連
絡

会
の
メ
ン
バ
ー
11
人
と
村
議
12
人
で

自
由
討
論
形
式
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
連
絡
会
の
職
員
か
ら
は
介

護
の
現
場
は
思
っ
て
い
る
よ
り
業
務

が
大
変
で
昼
夜
を
問
わ
ず
携
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
職
員
の

報
酬
は
一
般
的
に
低
額
で
あ
る
こ
と

か
ら
離
職
者
の
増
と
新
規
人
材
の
確

保
が
難
し
く
、
人
材
不
足
の
中
で
苦

慮
し
て
い
る
の
が
現
状
。
平
成
12
年

に
介
護
保
険
制
度
が
発
足
し
８
年
経

過
し
た
現
在
、
介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
等
も
あ
り
介
護
福
祉
の
現
場
は
課

題
が
山
積
み
の
状
態
で
す
。
今
回
の

施
設
の
視
察
及
び
懇
談
会
を
通
し
て

今
一
度
、
利
用
者
、
行
政
、
施
設
ま

た
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
住
民
が
原

点
に
戻
り
地
域
福
祉
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
福
祉
施
設
の
方
々
よ

り
地
域
の
利
用
者
本
位
の
介
護
支
援

は
も
と
よ
り
、
福
祉
に
つ
い
て
地
域

の
方
々
の
理
解
と
支
援
の
輪
が
広
が

る
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
利

用
者
だ
け
の
施
設
で
な
く
地
域
を
共

に
支
え
あ
う
風
通
し
の
よ
い
福
祉
施

設
と
し
て
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　
　

（
城
倉
栄
治
）

 宅幼老所わが家で話を聞きました
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伊那技専まつり

３月７日（土）午前９時～

■会場　長野県伊那技術専門校

■内容と時間

　展示・体験コーナー　　9 時～ 12 時

　実習作品展示販売　　　10 時～

問伊那技術専門校　☎７２－２４６４

分
館
長
・
主
事
・
体
育
部
長
合
同
会

  

駒
ヶ
根
青
年
海
外

        

協
力
隊
訓
練
所

　

駒
ヶ
根
市
に
「
青
年
海
外
協
力
隊
」

の
訓
練
所
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
か

と
思
う
。
私
は
、
平
成
18
年
６
月
か

ら
こ
の
訓
練
所
勤
務
に
な
り
、
宮
田

に
住
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
は
、
日
本

に
は
２
つ
し
か
な
い
訓
練
所
の
１
つ

で
あ
る
こ
と
、
年
間
４
回
の
訓
練
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
各
訓
練
に
約
２

Ｏ
Ｏ
名
の
訓
練
生
が
入
所
す
る
こ

と
、
現
在
は
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
40
歳
～
69
歳
）
と
の
合
同

訓
練
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
、
訓
練
所
を
訪
問
し
、

施
設
を
見
学
し
、
事
業
概
要
や
体
験

談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
案

外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

公
民
館
関
係
者
の
方
も
訪
問
さ
れ

る
。
先
日
も
上
田
市
の
一
地
区
の
公

民
館
関
係
者
の
方
が
施
設
の
見
学
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
所
は
駒
ヶ
根
市
を
始
め

伊
南
地
区
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
施
設

で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
の
訪
問
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
次
回
＝
梶
谷
由
里
さ
ん
）

☆
梅
の
剪
定
講
座

　

期　

日　

2
月
14
日(

土)

　

集　

合　

午
前
9
時

　

会　

場　

村
民
会
館
前
庭

　

持
ち
物　

剪
定
ば
さ
み

　

申
込
み
不
要

☆
も
ち
っ
こ
大
会

　

期　

日　

2
月
21
日(

土)

午
前

　

集　

合　

午
前
9
時

　

会　

場　

村
民
会
館

　

持
ち
物　

お
椀
2
、
小
皿
、
は
し

　

申
込
み
必
要　

村
民
会
館
へ

案  

内

リレー随想
（330）

吉
水
直
保
（
つ
つ
じ
が
丘
）

▲正月飾りが勢いよく燃え

▲熱の入った会員発表会

　

各
地
区
で
お
正
月
と
お
別
れ
す
る

行
事
の
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
区
の
各
家
庭
よ
り
集
め
ら
れ

た
門
松
、
し
め
飾
り
、
だ
る
ま
な
ど

を
、
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ま
し
た
。

　

無
病
息
災
を
祈
っ
て
点
火
す
る

と
、
パ
チ
パ
チ
音
を
立
て
な
が
ら
、

勢
い
よ
く
燃
え
あ
が
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
炭
火
に
な
る
の
を
待
っ

て
、
今
年
も
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

願
い
な
が
ら
餅
を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

向
山
雅
重
民
俗
資
料
館
見
学
と
会
員

発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

2
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

28
日(

土)

・
も
ち
っ
こ
大
会
に

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

3
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

11
日(

水)

午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　
先
日
の
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
、

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
月
10
日(

火)

よ
り
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
、
図
書
館
貸

出
機
能
が
付
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

上
伊
那
郡
内
各
図
書
館
の
資
料
の
貸

出
し
が
、
住
基
カ
ー
ド
１
枚
で
ご

利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。(

カ
ー
ド

を
貸
出
機
能
付
き
に
す
る
た
め
に
は
、

郡
内
の
各
図
書
館
に
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。)

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
と
は
別
に
宮
田

村
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
す
。
図
書
館
ご
利
用
の
際

に
、
随
時
更
新
発
行
致
し
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
に

図
書
貸
出
機
能
が
つ
き
ま
す

　

図
書
館
休
館
日

   

2
／ 

16 

( 月 )
・ 

23  

( 月 ) 

   

3
／ 

2 

(月 )
・ 

９  

(月 ) 
・  

16  

(月)
・ 

21  

(土)  

          

23 

( 月 )･  

30  

( 月 ) 

　

１
月
11
日
、
新
春
恒
例
の
お
手
合
わ

せ
会
が
村
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に
麻
雀
も
加
わ
り
、
参
加

さ
れ
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

別
れ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
友
好

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
将
棋
の
部
】（
小
学
生
の
部
）

　

１
月
22
日
、
お
や
じ
倶
楽
部
（
小
林

強
会
長
）
で
は
、１
月
の
例
会
を
開
き
、

　

「
パ
パ
、
お
は
な
し
し
て
」

モ
イ
ラ
・
ケ
ン
プ
／
作

た
な
か　

ま
や
／
訳

　

「
パ
パ
、お
は
な
し
し
て
。」と
ロ
ー

ジ
ー
が
言
う
と
、
パ
パ
は
小
さ
な
お

姫
様
の
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
姫
様
は
、
お
城
で
午
後
の
お
茶
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
腹

を
す
か
せ
た
ド
ラ
ゴ
ン
が
お
城
に

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
へ
勇
敢
な
王

子
様
が
助
け
に
か
け
つ
け
ま
す
が
…
。

 

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

① 

横
尾 

拓
未 

② 

伊
藤
健
太
郎

③ 

太
田 

智
也

【
囲
碁
の
部
】（
一
般
の
部
）

① 

渡
部 

光
彦  

② 

墨
矢 

勇
夫

③ 

三
浦 

寿
雄

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
あ
し
た
吹ふ

く
風か

ぜ(

あ
さ
の
あ
つ
こ)

○
猫ね

こ

を
抱だ

い
て
像ぞ

う

と
泳お

よ

ぐ

(

小お

が

わ川　

洋よ

う

こ子)

○
風か

ぜ

の
ガ
ー
デ
ン　

(

倉く
ら
も
と本　

   

聰そ
う)

○
ふ
た
り
の
季き

せ

つ節　

(

小こ

い

け池
真ま

り

こ

理
子)

○
警け

い
か
ん官

の
紋

も
ん
し
ょ
う

章　
　

(

佐さ

さ

き

々
木   

譲
じ
ょ
う)

○
断だ

ん
ぜ
つ絶　

　
　
　
　

(

堂ど

う

ば場　

瞬
し
ゅ
ん
い
ち一)

○
ほ
う
き
星ぼ

し 

上
・
下
巻

(

山や
ま
も
と本　

一い
ち
り
き力)

○
金き

ん
ぎ
ょ魚

生せ
い
か
つ活　

　

   (  

楊や
ん      

逸い
ー  )

○
お
ひ
と
り
さ
ま
の
「
法ほ

う
り
つ律

」

○
深し

ん
そ
う層

「
空く

う
は
く白

の
一い

ち
に
ち日

」 　
　

○
男だ

ん
じ
ょ女

で
違ち

が

う
メ
タ
ボ
と
コ
レ
ス
テ

　

ロ
ー
ル
の
新

し
ん
じ
ょ
う
し
き

常
識

●
児
童
書

○
宇う

ち
ゅ
う宙

の
進し

ん

か化
が
わ
か
る
事じ

て

ん典

○
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た

○
よ
み
が
え
れ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
里さ

と

○
里さ

と
や
ま山

の
お
く
り
も
の

○
に
じ
い
ろ
の
し
ま
う
ま

○
へ
ん
し
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

二
月
の
本
棚

 
無
病
息
災
を
祈
願
し
て

ど
ん
ど
焼
き

　

前
半
は
、
向
山
雅
重
民
俗
資
料
館
を

見
学
し
、
文
化
財
主
任
の
小
池
孝
さ
ん

か
ら
、
村
が
生
ん
だ
民
俗
学
者
向
山
雅

重
先
生
の
研
究
さ
れ
た
業
績
や
残
さ

れ
た
民
俗
資
料
に
つ
い
て
の
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
会
員
発
表
会
を
開
き
、
小

田
切
初
夫
さ
ん
か
ら
「
我
が
人
生
を
振

り
返
っ
て
」、ま
た
、原
毅
さ
ん
か
ら
「
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
よ
う
」
と
題

し
た
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
発
表

は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
興

味
深
い
内
容
で
、
有
意
義
な
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。分館長 主 事 体育部長

町　１ 　中谷俊治 　伊藤　進 　松澤政弥

町　２ 　太田道雄 ○福村　清 　福澤宏之

町　３ 　小松孝昭 　矢沢あつ子 ○春日　隆

北　割 　小林　真 　小田切輝男 ◎小林　修

南　割 ◎保科忠雄 　谷口幸一 　生駒英夫

新　田 　平澤彦蔵 　小野　章 　大澤重男

大田切 　北原千文 　山本正之 　小木曽 豊

大久保 　小田切健作 　木下克美 　小松俊治

中　越 　酒井重彦 　大平成浩 　藤本雄三

つつじが丘 　栗木秋男 　関 真理子 　下平佳志

大　原 　吉澤徹郎 　野中　毅 　池上　徹

　

１
月
13
日
、
本
年
度
の
分
館
事
業

に
向
け
、
第
１
回
分
館
役
員
合
同
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
年
は
役
員

33
人
の
う
ち
21
人
が
入
れ
替
わ
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
館
長
よ
り
公
民
館
の
歴

史
や
目
的
、
活
動
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
新
役
員
選
出
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
と
本
年
度
の
主
な
事
業
計

画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

  

お
や
じ
倶
楽
部

　    

新 

年 

例 

会

平成 21 年度 分館役員
◎長　○副

新春 囲碁将棋 麻雀お手合わせ会

▲先を読んでパチリ！

　

パ
パ
と
ロ
ー
ジ
ー
の

や
り
と
り
で
お
話
が
展

開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
に
出

会
っ
た
お
姫
様
は
、
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

パ
パ
と
ロ
ー
ジ
ー
の

や
り
と
り
で
お
話
が
展

さ
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
に
出

会
っ
た
お
姫
様
は
、
ど

新しい利用カード

犯罪被害者支援 講演会と県警音楽隊コンサート

２月 28 日（土）　午後１時 30 分開演

■会場　いなっせ（伊那市駅前）

■内容　講演「犯罪被害者支援の新たな制度の開始」、

　　　　県警音楽隊　によるコンサートほか

問長野犯罪被害者支援センター

　☎０２６－２３３－７８４８

救急隊からのお願い
　救急隊は現場へ到着後、患者さんの様態を観察して治療のできる一番近い病院
へ受け入れてくれるかを確認します。搬送の間にそれ以上状態が悪化しないよう
処置をしてから、一番安全な方法で患者さんを病院へと搬送します。「なぜすぐ
に出発しないの？」と感じることもあるかもしれませんが、病院へ到着後すぐに
治療ができるようにするためにも、これの処置が大切になります。１分１秒でも
早く搬送できるよう訓練を重ねていますので、皆様のご理解をお願いします。

北消防署　☎８１－０１１９
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こ
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広
報
は
再
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紙
を
使
用
し
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い
ま
す
。

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

   

伊
那
街
道  

大
田
切
の
渡
し
場
（
大
田
切
）

■
印

刷
/

龍
共

印
刷

株
式

会
社

　
  　

   　
　

　
　

   ■
 平

成
2
1

年
2

月
1
3

日
発

行

■
発

行
/

長
野

県
上

伊
那

郡
宮

田
村

役
場

    U
R
L
 http://w

w
w

.v
ill.m

iy
a
d
a
.na

g
a
no.jp

■
編

集
/

広
報

編
集

委
員

会
  E

-m
a
il  som

u@
v
ill.m

iy
a
d
a
.na

g
a
no.jp ☎

0
2
6
5
-8

5
-3

1
8
1

渡し場には十数体の石碑や石
像がならんでいる。写真左端
は村内で唯一の大日如来像。

　

伊
那
街
道
は
江
戸
時
代
初
期
に
整
備
さ
れ
た
街
道

で
、
現
在
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
鉄
橋
が
あ
る
こ
の
付
近
に

は
、
大
田
切
川
の
渡
し
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
常
時
は
歩
い
て
渡
っ
た
り
、
人
の
背
や
仮
橋
を

使
っ
た
り
し
て
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
大
水

が
出
た
と
き
に
は
大
き
な
石
が
流
れ
、
旅
人
が
何
日

間
も
足
止
め
を
さ
れ
る
伊
那
街
道
最
大
の
難
関
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
渡
し
場
を
管
轄
し
て
い
た

宮
田
宿
に
は
、
川
を
渡
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
当
時
の
宮
田
村
、
中
越
村
か

ら
『
瀬
越
人
足
』
と
し
て
所
定
の
人
数
が
移
住
し
常

駐
し
て
い
ま
し
た
。

　

渡
し
場
に
は
、
旅
人
が
無
事
に
川
を
渡
れ
る
よ
う

に
祈
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
石
像
や
石
碑
が
並
ん
で
い

て
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
橋
の
上

を
車
で
あ
っ
と
い
う
間
に
渡
っ
て
し
ま
う
大
田
切

川
。
渡
し
場
か
ら
西
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し
た
。

N
O
.4
0
8
  2
0
0
9
　2

☎ 85-5890

旬です。いちご旬です。

ミルフィーユ苺のタルト

苺ミルク

85-5890

生キャラメル
はじめました

生キャラメル
塩ナッツキャラメル
塩チョコ生キャラメル
それぞれ４つ入り 
　　　　　500 円

今が旬の「ヨッシャア駒ヶ根」

さんのおいしい完熟苺を使用

しています。

　苺ミルク　　　300 円

　ミルフィーユ　310 円

　苺のタルト　　330 円
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